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夏休み自由研究 

 

夏休みが始まりました。山形県産業科学館でも

「夏休み自由研究相談会」が開催されます。 

今は、自由研究も強制ではないらしく、中身はと

もかく、テーマが決まらないと、世のお父さん、お

母さん方の頭を悩まし、結局誰がやった研究なんだ

か分からなくなってしまうというジレンマに苦しむ

こともなくなったのだと思いますが、時期が時期だ

けに、生成 AIに聞いてみることにしました。 

「効果的な自由研究のプランニングは？」 

そしたらこんな返事を返してよこしました。 

自由研究のプランニングは、以下のステップを踏む

と効果的です。 

１ テーマを決める 

興味のあるテーマを選びましょう。例えば、自然

観察、科学実験、歴史調査など。 

テーマが決まったら、具体的な研究課題を設定しま

す。 

２ 予想を立てる 

研究の結果を予想してみましょう。これにより、

実験や調査の方向性が明確になります。 

３ 計画を立てる 

研究の手順や必要な道具をリストアップします。 

スケジュールを作成し、どのタイミングで何を行う

かを決めます。 

４ 調査・実験を行う 

計画に従って調査や実験を進めます。観察やデータ

収集を丁寧に行いましょう。 

５ 結果をまとめる 

得られた結果を整理し、グラフや表を使ってわかり

やすくまとめます。 

結果からわかったことや新たな疑問点を考察します。 

６ レポートを作成する 

研究のタイトル、きっかけ、方法、結果、考察、感

想などを含めたレポートを作成します。 

写真や図を使って視覚的にわかりやすくすることも

大切です。 

７ 発表の準備をする 

研究内容を発表するための準備をします。プレゼン

テーションの練習をしておくと良いでしょう。 

これらのステップを踏むことで、自由研究を効果的

に進めることができます。どんなテーマに挑戦する

予定ですか？ 

全くもってそ

の通りだと思い

ますが、これを

読んで納得でき

る小学生は果た

して何人いるこ

とか。大体テー

マでしょ問題な

のは。というこ

とで、私ならこ

うする。ブレー

ンストーミングですよ。一人でやるからセルフブレ

ーンストーミング。やり方は簡単。一人なので時間

は気にせず、新聞を読んだり、テレビを見たり、

YouTube を閲覧しながらでいいので、はて？と思った

ことをその場で少し大きめの付箋紙に書き留めてお

きましょう。自分で自分の疑問を否定してはいけま

せん。否定することは自由な発想を妨げるので、絶

対に NG。どんな疑問も素直に受け入れて書き出しま

しょう。突拍子もない発想の中にこそ、魅力的なア

イディアが隠れているものです。そして質よりも量

が大事。量はいつか質に転化していきます。ある程

度時間が経って、付箋紙もたまってきたら、模造紙

の上に広げて分類分けしてみましょう。そしてそれ

ぞれにタイトルを付けてみてください。たとえ付箋

紙１枚だけのグループであっても無視しないでくだ

さい。それが終わったら今の自分が最も心ひかれる

順番に番号をふってみましょうか。それがあなたの

やりたいテーマです。とは言え、付けてしまったタ

イトルがあまりに広範囲にまたがっていて、何から

手を付ければよいか分からない場合は、もう一度そ

の囲みの中の付箋を見直して、さらにテーマを絞り

込みましょう。例えば、「昆虫の不思議」などという

タイトルだと焦点がぼやけて何を調べたらいいのか

よくわからなくなってしまうので、もう一度付箋を

見直して、その中にあった「カナブンと黄金虫の見

分け方がわからない」に焦点を絞って、ここから発

想を飛ばして、どこが同じでどこが違うのかを表に

してみたり、生息している場所や食べ物の違いを調

べてグラフにしたり・・・・なんてのもよろしいの

では。そうしているうちに、新たな疑問が湧いてき

ます。 

そもそも、この位準備ができる子なら、テーマに

困ったりはしない。ってか。 
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